
7.両辺の展開と交換関係を用いて、 4(4± ′ろ )=(4士 ′4)(4士 力)を証明せよ。

8.角運動量の固有値 22巧″=′ 0+1)あ
2巧

″  (Jは整数または半整数)

を用いて、p軌道の電子の角運動母の大きさが 1.8X10‐34 J seCになることを示せ。また、

子スピン S(s二
:,″

s=+:,一 :)の
角通動量の空間の量子化を目不せよ.

9.て この原理

“
1′1=″2r2を用いて、こ原子分子の原子

機の回転の角運動量がИ=fω 、/=“ 1“2 /2で
表される

ことを示せ。また、分子の回転の運動エネルギーは
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E=:√ω2=ぢ
争=:;ケ(Ji+1)ド  になることを導け:

10.次の球面極座標とデカルト座標の変換式を完成させよ。

tanψ =y/χ

cos θ=

″.=(χ2+ッ2+z2)1/2

さらに、次の固有口数を目示せよ。
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1.水素原子の3つの量子数の取り得る値を記せ。また、p軌道とd軌道の数を求めよ。

(ヒント Й
z ξ脇=″ヵL   し=′,′―L…ち―′+ち―′))

さらに、y/1s tt Й
`~′

/%を
用いて、lS軌道の動径分布関数 ρ二4πr2燿∫

2が
ポ_ァ半径αOで

最大性をとることを示せ。


